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目的

本学は2021年５月に、双日（株）と連携協定を締結。五島市の交流人口拡大及びSDGsへの貢献から地方創生・地域振興も目指していることから、本プロジェクトでは、東京の学生目線で五島
市の魅力を調査し、かつ五島市が直面している課題を導き出し、課題解決の提案を行うものである。

具体的には、「五島市の食を、デスティネーションとしたい」という地域の課題のもと、五島市の「塩」をテーマに、建築・デザイン学科建築コースとデザインコースのゼミナールが合同で、掘り下
げるべく課題テーマを設定し、活動を進めていく。

概要

•多様な学部、学科のある共立女子大学の若い女性の感性を最大限に活かし、五島市の魅力を広く伝えることによって知名度を向上させ、人を呼び込むきっかけになり、更には地域の活性化

のために貢献することができる。

•フィールドワーク、地元の方との交流等様々な体験を経験し、予定調和ではない現実社会の課題解決の難しさを経験でき、それに対して交渉と提案を繰り返す中で、少しずつ課題解決の道

程をたどっていくことの重要性を学ぶことができる。

•学生たちがリサーチし、ディスカッションしながら提案し、プレゼンテーションして評価してもらうといった授業形態は、課題解決型ワークショップのひとつの形であり、本学の目指しているリー

ダーシップ教育プログラムに合致している。

プロジェクト内容・結果

五島展

感想

五島市との地域連携により様々なことに挑戦することができたゼミ活動でした。五島地域連携活動では地域連携の難しさを痛感すると共に、大きな経験・学び・達成感を得ることが出来まし
た。五島市の問題に向き合ったように、建築やまちの在り方に課題意識を持ちながら、今回学んだことや経験を今後の研究に活かしていきたいと思います。

謝辞

本プロジェクトを行うにあたり、大変お世話になりました五島市の御関係者の方々に心より感謝申し上げます。本プロジェクト学内の御関係者の皆様に多大なるご助力を賜りましたこと、御礼
申し上げます。

五島の良いところ、悪いところ、アピールポイントを現地の
方に聞き、パンフレットを制作しました。

SD法調査は海や教会、公園など11箇所で好感度、美しさ、
安らぎ、静けさ、明るさ、自然の項目で5段階に評価し、計測
した結果からランキングにしました。

合宿で塩工房を訪問し、塩の作り方と塩工房の
リノベーションをしたいとの声をお聞きしました。

現地での実態調査に基づき、3つの課題
「作業効率が悪いこと」「見学中、長時間立ったままなこと」
「見学の様子が外からではわからないこと」
を改善し、リノベーション案を考えることにしました。

これにより、後継者を増やすことと五島市の塩の魅力を

より広げられればと思います。

1月16日から4日間「五島展」を開催しました。合宿で
の体験や学びをもとに、展示と星空鑑賞会を行い、五
島の魅力を感じて頂きました。

鬼岳を再現した「鬼岳ベンチ」に寝っ転がりながら星
空を眺めたり、「椿のランプ」を灯し、五島の美しい映
像・音とともに幻想的な空間を作り上げました。


